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A trial for the improvement of lectures on teacher training,  
from the perspective of Active Learning: 
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２ 講義計画の検討 
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元計画を班ごとに分担して作成し、全体で検討していくことにした。 
エ 講義計画の概要 










































































15 試験 学修内容の確認 








































 Ｐ田んぼが全国に分布 Ｐ北海道の作物が多い。 Ｐサンマは北に、みかんは南に多い。 
Ｔ 気づきをワークシートに記入していきましょう。 





































Ｐ ２位が千葉県、沿岸部で冬に収穫。東京などに近く、近郊農業で盛ん。  
Ｐ ３位は徳島県、ビニールハウスを使って春や秋に収穫している。 


























 (3) 第３次（７～９講） 
 ここでは、単元全体の授業設計方法を身につけるため、４年「開発単元」全体の教科書記述を
分析し、模擬授業を実施。「教科書を教える単元計画」になっていることに気づかせた。そこで、
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〈筆者「湯の口ため池」単元全体の模擬授業概要〉 
① 「湯の口ため池」の写真を見て、気づいたこと、疑問をシートに書こう。

































































































































 (1) 「②学習問題」と「⑦学習のまとめ」の検討 
 展開の「学習問題」と「学習のまとめ」は連動しているため、学生がどのような学習問題を設
定して、何を捉えさせていこうとしたのかを検討する。なお、解答の概要として把握する。 




































































 (1) 成果 
 「アクティブ・ラーニングの試み」として、講義形態としての班別協議や発表・全体協議は、
学生の主体的な学びに有効であるといえる。学生は、その中で他の学生の多様な考えやアイディ




























































































７ 教育出版「小学社会５上」５年上PP. 52-55「食料生産を支える人々」 
８ 注６に同じ。筆者は,この授業構想に沿って,1993年から５年生の畑作の授業で実践してきた。 
９ 緒方初美「教科等教育（社会）国内留学研修成果報告書」熊本県立教育センター（1988年）など。 
10 拙論「水産物『流通』の授業化に関する研究」熊本大学大学院教育学研究科修士論文（1993年），拙稿「水産業
のさかんな地域（５年上）」『教科書を使った社会科授業づくり－その理論と方法』熊本大学教育学部社会科教育
方法研究室編（1994年） 
11 塩津昭弘「台地に水を引く」『教科書を使った社会科授業づくり－その理論と方法』熊本大学教育学部社会科教
育方法研究室編（1994年） 
12 東京書籍「新編新しい社会」３・４年下110頁 
13 吉村豊雄『棚田の歴史～通潤橋と白糸台地から～』農山漁村文化協会（2014年） 
14 八幡小学校４年生での実践（2002年）その後も山鹿市小学校社会科部会で改善を重ねてきた。 
15 規工川宏輔「熊本県北部菊池川流域における水利の近代化と水利慣行の変容」『研究集録第一集』熊本県立教育
センター（1973年），山鹿市教育委員会「近代の山鹿を築いた人たち 公共事業の父～湯の口ため池の築造 遠
山弥二兵衛」（2008年）など 
16 注４に同じ。 
